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　においや着色物質などの有害物質を除去す

るために利用されている活性炭は、直径が2

nm（n=10-9）、厚さが0.4 nm程度の非常に小

さな炭素の板（ベンゼン環が数十個集まった

もの）がすき間多く組み合わさった構造をし

ている。多くの場合、吸着される分子の大き

さは炭素の板よりも小さいため、炭素の板を

一枚ずつバラバラにしても吸着する能力をあ

る程度保持することが予想される。炭素の板

をバラバラにする方法として、硝酸酸化する

ことにより炭素の板の周辺に水に濡れやすい

官能基と呼ばれる原子団を結合させて炭素の

板を水溶性にすることを検討した。原料には

活性炭とほぼ同じ炭素の板からできている

カーボンブラック（煤）を用いた。その結果、

図１に示すように直径が2nm程度の水溶性の

炭素の板が大量に生成することを確認した。

この材料をここでは水溶性活性炭と呼ぶこと

とする。水溶性活性炭は乾燥した状態では表

面積が大変小さく、吸着する能力を示さな

い。しかし、中性からアルカリ性の水にはよ

く溶け、その溶けた状態、または溶解後の沈

殿した状態のいずれの場合にも多くの有機化

合物を吸着する。そしてその飽和吸着量は活

性炭のそれと同等であった。さらにこの材料

の“水に溶ける”ことと“有機化合物を吸着

する”ことの両者の特性を生かした機能を探

索した結果、水溶性活性炭は水に溶けた状態

で、農薬であるTPN（1,3-Dicyano-2,4,5,6-

tetrachlorobenzene）のヒメダカに対する毒

性を図２に示すように低減させることを見い

だした。この結果および別途行った同じ条件

下での吸着実験によると、水溶性活性炭に吸

着された農薬に相当する分の毒性の低下が見

られたことから、水溶性活性炭は農薬を吸着

してその毒性を消失させることが明らかと

なった。

　水溶性活性炭は市販の活性炭と同等の飽和

吸着容量を持つが、細孔構造を持たないため

に吸着する力が弱いという欠点がある。しか

し水溶性活性炭の構造や性状は従来の活性炭

とは著しく異なっており、水に溶ける性質や

今回明らかになった毒性低減機能などから環

境修復材料などを含めた幅広い用途が期待さ

れている。
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図1　水溶性活性炭の生成モデル 図2　農薬（TPN）のヒメダカへの毒性に及ぼ
す水溶性活性炭の添加効果


